
小学校低学年児の藍骨変質普超音波法論速度に露響をhtぽす

スポーツと栄養ならびにうイフスタイル袈悶

東京医科会話科大学復学部公衆衛主主学言語感教授高 野 鷺 人

はじめに

脅密度の増大槻にある青年期の骨密度にi立、成長期の牛乳主義政ならびに運動頻IJ!:が関与することが

き旨議されている。また、小児案書にカルシウムを多く摂取することが、将来の骨密疫機大に影響するこ

とが努らかにされてお号、ふ児、主主祭英語のtJJvシウムの摂取状況とす密度と(J)1l喜i議後が示唆されてい

る。しかし、小児、成長織に認する研究のほとんどは、 DxM去、 SPA法といったX主義による骨密度額五

定法による機能庁研究であり、健燦な子どもの集団を対象として解析を行う分析的疫学研究にはなじみ

にく古、つfょ。

一方、小況の管折頻度が増加傾向にあるのではないかということが近年指摘されるようになり、子

どもの主主?番号警後(J)変化』こ伴って脅が総務になっているのではないか、将来の令違意義護軍主発疲，)スクがま護

大するのではないかという観点から、責主淡されるようになってきた。

子どもの骨折の増加要因として、特にカルシウム摂取畿の不足、スポーツ寝耳像、子どもとその母裁

の食生活やその他の生活習慣の否定化、子どもをとりまく主主治環境の変化などの察側が考えられるが、

子どものう号折々骨密度と成長の関i針金ならびに子どものう守密度の変化と金主主総や運動、スポーツとの

濁途伎を3筆記E疫学喜きな研究に主毒づいて紛らか4こする必議警がある。

本概要去では、東京都内iこ康俊ナるそ子ども7∞人を綴1t発農作為法により始おして聖堂漆ライフスタイル

コホート築関とし、この集日i脅迫防:して小学校 l年伎の子どもの骨強度を小児膝骨皮質骨超音波伝機

迷皮首十棋uシステムにより計測し、子どもの身体発i輩、栄奇襲および運動スポ…ツ、その他のライフスタ

イル、ならびに母裁の経脅E主演符超音波{云矯i盗塁Z、身体計測催、現在および滋去の栄養および波動ス

ポーツとその告患のライフスタイル、家庭の社会経済状況、主な居住場所(J)務鋭意霊境を認査した。毒薬3裂

を解析し、小学校低学年}尽の経営皮質脅王立長を促進室Tる条件をスポーツと栄養ならびに家主義のライフ

スタイル~閣の観点から考後した。

対象および方法

1.子どもの骨折頻度の分析

小学校および中学校の児2量生徒のうち災努共演に加入した児主主主主むをについて骨折災等が報管dれ

た件数に基づき、報い告された泥童生徒の骨折件整主権を算出した。日本体符学校健康センタ…が報告
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した1974-1995容における主主入児童生徒数{重要係言葉;幾重主主主総を絵く〉ならびに努務件費支に基づいて、

加入兎童生徒1，000人あたりの報告された傍折件数を脅総件数率として計算し、その年次援移を分

析した。

2.子どもの腔骨皮質傍飽密i皮伝播速度および母子のうイフスタイルに関するフィーJレドスタディ

東京都内に住む幼児 (3-5歳) 700人を j欝 1~総作為抽出し、子どもの俊民貨と食然活に関する聞

き取り誤査を災施した。

ベースライン灘公務131立、 (1)基本的窓?生及び孝士会約脊索:家族携王立、委主緩めを童書葉、子どもの生ま

れてからの務所、事毒薬草IJ)乏にずまった場所毒事、{鈴子どもの健康等に喜毒する警護資かかちつけの医者、

既往歴、 l王手際の後E賞状慾、生活待問{傷害日民雲寺閥、平設と休日の遊び隠れ野)考察、 (3)母:裁の健康害事;ご

関する識変:総長経に関する意識、喫燦及び飲I務状況、食品の安全性に泌する殺議毒事とした。

回答の機られた議長燦の中から、ベ}スライン網走豪から l年および2年後に小学校1年生に進学し

た児童とそのほ綴のうち、希望母子を対象に、 E票管良質管超音波1ヌ綴漆1Jf;言十測を含む健康言十担1)書司王託

およびライフスタイルに関する面接務翌年を行った。

言t~g渓 131ま、そ子どもの怒脅皮質管走塁音量主主級争護法度、身長、体重、 E籍後〈絞差是誤g;i主法}、援カ{ス

メドレ一方式}とした。子どもの経努皮jI{-j号車道菅波伝子番速度』立、長きますを淡気管の超音波伝播速度計

isgのOgreeらの磁波iこ妥毒づいて著考らが開発した言十話題システムによち計測した。右経菅中伎におけ

る皮質脅縦方向の短音波伝播速度を計測Tるものであり、 6議から 7燃の子どもにおいて、日内変

動係数カマ0.3-0.5%'f:あり、再現伎がA長追いことが確認されている。計測総泉l土超音波の伝播速度と

して言記録され、速度が速いほど~当該援す苦労のす号強度が高いことが磯認されている。計測の単{立は、

関/器Cであふ喜重脅皮質骨超音波伝守護i義援を以下τCSOS(τぬialCo技icalSpeed of So関心とする。

事託子豪語奇差是て~I立、 (1)子供の茨疲および護主役者主 :t主主主持体重、授乳、?をま詩競技、骨折蕊役、号号の害発気

および代議t異常の有無、主なま王往疲発事、。)母畿の現症、妊錦織票i1H章、および既往症:骨折E主役、後

折部{立、管の病気および代謝災常の手証然、.:tな既往症、初i綴年構令、初j'!A年齢、出産倒数、事選:機 G銭

去及ひ演司祭)状況、飲酒状況等、 (3)子どものライフスタイル関波正質問:3日間の食事・おやつ繍資、

今季しの主翼線頻度・摂取量、運動委譲段、遊びの種類と待問、主主?霞i活動状況(起床・就寝時開)、 (4)母

絞めヅイフスタイル関連夜澄:後長祭主主滋望号灘、過去における運動綴皮、食事摂取頻度、黄色域活動、

日常主主jおこ.sげるlj[の科F号、について綴釜を行った。自ごろ合誌をつけている健康生活苦言僚に泌する

7渓殴への組答結巣を得点化し、 4P翼13をl点としてその総合点差立を 7点満点の億総望号綴奴義援総点

とした。

どものTCSOS、身体計測紛身もならびに子どもの食生的、スポーツ運動習慣、生活軍事'1粛ならびに

f審議誌の食生活、両親の遂動、スボ、 a ツ習慣、家庭の幸士会経済条件、家族の過去の厩伎場所との関連

殺について、多重比較の t主主主主主主らひとに、カイ 2:>語検定によち分析した。
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結果と考察

1 .報告された子どもの骨折件数率

小学主主1，(以G人あたりの報告された令折件数道料立、 1974年に6.4であヮたものが、 1995王手には12.6

に増加した。 中学生1，∞0人あたちの毅fきされたう季折件数療は、 1974王手に11.4であったものが、 lきお

年よこは22.81こま普加した。 (Figur，ι1)
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Figure.l 

ム子どもの盟主骨皮質傍走塁昔話波係十歳速度および母子のライフスタイル

した児3撃のうベースライン紛j援に飯事与を得た496家庭を追跡調査した結果、小学校3

とその母毅を対象;こ霊童脅皮~1李総資波紋主義主主選定金会主p身体許認証ち、 116;g(努亨61:1号、女子55;g)

および醤後蓄電査を災絡できた。この116名を分析対象とした。

分析対象の116毛ちの身体許認4まき采泳、身長118.4土4.2c盟、{努子118ふさと4.1c践、女子118.0さと4.3

cm) (以下ft差益f査は、王子士宅綴こと撃事務総遣を〉、体重22.3土3.3kg(男子21.6二土3.6勾、女子23.号太2.8主g)、

カウブ指数は15.9二七1.8 (与母子16.2こと2.1、女子15.4:t1.4)、腕灸64.5土3.6c撒c:!鈴子64.3ごと3.4cm、

1. 8kg (発子10.0土1.8kg、女子9.3士1.7kg)であった。 i葉狩皮室電骨

超音波伝播速度 (TCSOS)は3，566.2ニ!:78.2m/sec(男子3，566.0士83.4m/sec、女子3，566.3念72.8

ヮ，l
 

l
 

女子64.8土3.8cm)、喜重カ仏



m九ec)であった。なお、対象者の身長、体重i立、東京事spちの公立小学校 1年生の家主今鐙と2患がな

かった。男女f穏において身長、腕長、 TCSOSに符3まな差はなかったが、手本3童、握力では男子のガが

有意に燃かった (pく0.05)。また、男女のすCSOSと身体言十溺{身長、体重、続長、握力)に宥意な

初演はなかった。

牛乳の摂取豪語皮が言語いそFどもとその母親のライフスタイルについて、以下の終霊堂が認められた。

牛乳談取菱重度が潟い子どもは、母親が fぎし重量品J、印刷、 f主義物・佃煮jを委長く摂取していた (pく

O.位、 Fく0.05、p<0.05)0子rもの牛乳摂取頻度が語道いことと、その家庭において摂取食品群に

綴ちのないこととの関滋が認、冷られた。健康滋儀費己慮得点が惑い母豪語ほど、肉類を多く摂取してい

たゆく告.05)0また、奇襲紋食品群に総ちのないこととの言語主主が認、められた。

長ま菜誌のライフスタイルと子どものτ'CSOSならびに身体計í~1j億総書さを表 uこ示した。過去に喫緩望書

憶があったが現在は修理燥していない母親のそ子どもは、主翼後も喫煙緩慢が緩いている母裁のそ子どもに

よ七べてTCSOSが高かった (p<0.01)。一方、現{E，喫幾瞥憾のない母豪華の子どもは、喫煙滋僚のあ

る母貌の子どもより体重、カウプ指数がiほかった (pく0.05)。波夜、飲j衡をする母童話予どもの

脚長、事議カi立、飲j衡しないf李総の子どもの身長、脚f菜、握力より務意に惑かった (pく0.05)。健康

のために日目首長えをつけている項自のうち「バランスのとれた食事jをしていると滋答した母親の子

どものTCSOSI立、気をつけていると凶答しなかった母親の子どものTCSOSより手f~誌に高かった (p

くO.合5)。

表 1 母親のうイフスタイルと子どもの緩骨皮質券怒号ま波伝播速度と徐裕および握力

τなsos 主主 盟墨 接草 相 1臨 豊富
制問] !f!:n! I，m} i隔3 {踊1

o 市.'" 5D m拙!I 50 m硝 50 梅田朝間間関 n鴻art 5D 
穏室主宮司E

喫媛緩験なし " 舗"'.沼.5 1192 4.2 64..3 3. .2.0 ，.， 15.< 1s '，5 1.7 

興援接種あち浅海{;:，j首際連 7 量制急車 13.2: 118関白 4.9 64.8 ~， 23.1 1.7 を5.' 1，1 10A 宅~

喫滋 13 354d.9 45.2 119司自 .ア関s ，.， 24，1 3.8 16.8 ~2 ~OA 2.0 

象調質審者院

iまとんど飲酒せず 語. 3568.5 84.3 117.4 4.5 e:.t1 3.6 器 1 '.5 15.霊 1~ '2 1，7 

週tこ1飽ぷよ鉄i1i

" 3564.4 73.2 11弘主 3.7 G5.3 '" 且 5 ，-' 1き，. 1，. 10.0 1.7 

fバ?ンス沼とれた食事をするJことへの怒ごろ母u
していない 67 3552:，0 79，6 li宰.0 ::te _ 64.9 ，. 間'.8 3.' 16.1 2.0 霊e 1，' 
している

" 3閣 5.6 12.7 H7.6 4.6 64.0 3事 零宅e ，-' 15.6 1，. "， 1.5 

建'"曹情配慮得点f7A溝点〉

。 φ3~ま

" 3551.9 16.3 t 19.1 '，7 穆5.1 3. 23.1 3.3 16.2 1.' 10.0 を.. 

'.7点 62 寓 78.8 18，9 117.7 4.5 64.0 '.6 2~ ..6 "定 15.6 1.7 s. 1.7 

f宇奈患の健康3議後配慮得点が蕗い母殺の子どものや事震は、告主主義努媛配慮終点が低い若手来日の子どもの

体重より有意に低かった (p<0.05)。 手方、健康習l賛成慮得点が潟いf量殺の子どものTCSOSI立、

統計学上:ff]まではなかったが、告室長奪事雪積書己綴得点が室主い録親の子どもより高い{唆向であった。

母親のj品交のライブスタイルならびに健康と子どものTCSOSならびに身体計測綴総果では、若手毅
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の過去(15-17歳当時)の溶接b鎖躍をについては「遇に 2 回以上J と1lïI~した母華誌の子どものTCSOS

は「過に 1回以下」と回答したf号線の子どものTCSOSより有意にi弱かった (pく0.05)。出産回数 l

1liI(7)母親の子どものすCSOS!ま2関以上級E制限験のあった母毅の l:::ものTCSOSより有意に高かった

ゆく0.01)。

築基きの居住環務、役会事委滅的事者策、家族の遜去の窓佼場所と子げものT問。sならびに身体討議IJj議

案喜楽をき受 21こ示した。 f李総会霊友;こ?寄った場所が f東京者~内j であると答えた母豪華の子どものTCSOS

は fその他の道府燃jであると君事えた母殺の子どものTCSO告よ号術書設に高かった (p<O.Ol人

戸建てjに住んで、いた子どもの身長、腕長は、「その他J!こ倹んで、いた子どもの身長、興長より

意に低かった (pく0.01)。また、「一戸建てJに住んでいた子どもの身長、防長は、 f6階主主て以上

のマンションまたは室長合佼浴jに主主んで、いた子どもの身長、胸長より有意に低かった (pく0.05)。

家庭における 1ヶ月僚の重量撃をのカテゴリー別 (3-6万円米満/6-9万円未満/9-1275内米

表 2 f号豪華(J)主義冷袋詰霊・ 5霊伎環境と子どもの霊童義理主主言葉壌を滋務波伝播速度と体格および緩

カ

γ'CSC活 童英 聾lL 依J; 主事ず謹呈 護事
f符宵!El i開 i f制 1 住III 註誕

，、 開閉 SD m幸町s!l 開閉 50 m輔副 50 m聞を 50 mean SO 

母離の主に宵った地出量

東京都内 58 "阻.9 78.2 "7.9 4，4制a ，.. 肱急 3，4 宅'.0 1.' '.7 1.8 

JIの濃府県 58 354苗.5 75.3 118.9 4.0 64.9 3~ 盟、4 3.3 15.8 1s '.7 1.6 

住居の積鍍

…Flil!て 45 百 75.6 88.1 116，9 3.9 63.4 3.4 .21.7 2.7 15.9 1.' ••• 1.' 

..'う龍 71 裂培0.2 71..3 119.3 4，1 e5.2 3~ 22.7 as "込g 2.0 包Y 1.7 

i喬/12-15万ぬ米j潟/15-20万円未滋/20万約以上)(7)子どものすCSOSならびに身体計誤射喪では、

統計学上の宥3設な2告はみられなかった。

母親の最終タ授が f大主主またはそれ以上j である録達誌の子どもの身長は f~延期大学・筋書事害事門学

校またはそれ以下jである母親の子どもの身鈴より令書家に高かった (pく0.01)。怒らに f大卒Jで

ある母親の子どもの身長は「短期大学Jである徴税の子どもの身長より;有意に溺かった (pく0.05)。

子どものライブスタイルと子どものTCSOSならびに身体針演j値結果を表3に示した。学校のある

蒋は f22善寺詰むに裁縫する子どものすCSOS!立、 f22雲寺以降j室主寝する子どものす郡部より寂窓;こ高

かったゆくG々 。。遂重きする呂数が f4 7おjである子どものτ'CSOSは、 f1 3 EJである子

どものTCSOSより有意に高かった (pく0.01入総食(7)摂取菱重度についての綴務では、対象者ほとん

どが務11訟をそ器犯食べていた。子どもの 1Elあたりの牛乳摂取本数と宝'CSOSとの闘には有意な関連

性は認められなかったが、 1 El 平均 lヨドネ以上主翼線すると回答した子どもは、 3日平均 l本以下左

閲君事した子どもよりのカウプ指数が有3撃に語気，< (P<u.05)、体格がよいことがぶ怒れた。
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表 3 子どものうイフスタイルとそFどもの座骨皮長聖母務官量波伝矯速度と体格および援カ

γ0$0' 身長 盟畳 t在韓 判"量量 韓ブ
i刑 制l i耐 1叫 i出 住拙

行君臨 SD 庁8酷 SO m由民 50 m串間 '0 m国 o 50 me匁o SO 

チピもの畿Z連絡緩イ通学S1J!S)

"務専務 '0窓 毒事7意，g 71;S 118.君 ..，割'" .. 7 22.' ゑQ 15.7 ， .. 9.6 1.7 

"婚以鈴 ，. 3510，0 骨0.3 守t幸司q .. ， ... 忽 ゑ護 ぉ・2 '.0 を?忍 2.6 ヲ0.2 ，.lI 
1言あた昭事乳平均謀議本書生

i本半以上 '" 持続1.0 $4.5 118.4 3.9 65.3 3.4 蹄 3 '.6 16.4 2.3 0.0 1.7 
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母子の食品摂取菱重度と子どものTC宮OSならびに身体iAIJ詩互依との箆係について、以下の結果を得た。

肉類を、「ほとんど毎日」摂取している母親の子どものTCSOSは「週に 3 5凶J摂取している

母親の子どものTCSOSより綴い{傾向が見られた。魚介護績を、「週に 3-5閣またはそれ以上J摂取

している銃殺の子どもの身長、 f本3震は、 f遜 1-，:2お以下j摂取している主義謀長の子どもの身長、然

主主よち手むと言若かったやく0.01、Fく合.05)。

緑?を15聖子孫を、 r1日2鼠l必U:J摂取している母絞め子どもの体重は fほとんど毎ヨ」摂取して

いる母親の子どもの体重より街殺に低かった (pく0.05)015の薄い野菜を、 fほとんど毎日または

それ以上J摂取している母線の子どもの体重は、 r:i壌に 3-5固またはそれ.!UTJ摂取している絞

殺のヲこどもの体重よち家窓に緩かった (p<0.05)。祭寺舎を、れまとんどを語阻またはそれ以上j銭高足

している母毅の子どもの体媛、カウプ指数i立、 r~1こ 1-2 極またはそれ以下j 摂取している主義豪華

の予げもの体重、カウブ指数より有意に低かった (pくG心部。また、統計学J:有道;な差はなかった

が、「ほとんど毎日またはぞれ以上」摂取している母親の子どものTCSOSI土、 ri恩に3-5凶または

それ以下」筏取している主主義誌の子どものTCSOSより潟い傾向が見られた。

主主主主、乳製品、小魚、汁粉、卵、ジュース・災義愛飲料、漬物 1m索、車撃ち製品、豆雪道品、インス

タント緩めf層別の主義波書耳惑をと子どものTCSOSならびに身体言tiJlJJ伎との織にお宝まなi翼連伎は認められ

なかった。

3 .まとめ

等在校における骨折の事誌をき件数挙が増加していることが示された。土韓加の王室おとして、二子どものす守折

リスクが潟くなったことの他に、軽症の骨折の準監禽カ対菌加したことによる骨折件数等の機加の可能性

も繁えられる。小J誌のう母子五の場加は将来のう手線総括主発疲1)スクのI韓大;の観点からも大いに1t，iftされる

ところであち、骨折土器労Bめ祭主主を号耳か;とするとともに、骨折発注リスク妥図について、多角的に検討
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する必要がある。子どもの骨折発生は、沖合言葉、特にカJレシウム摂取、運動、身長体重の増加11援活芝、長

後骨"の骨強度、運動能力、幼児期のあそび¥小然校依然若手の時期のあそび、子どもの学校生綴および、

伊校外での生活スタイル、家族のライフスタイルと/l!Ji患が予測きれ、健康な子どもとその家族を対象

とした事業断研究にとどまらず、縦断的なi皐狭義景望号によって、子どもの骨折の，)スク妥協を勝毎号する11:、

援がある。

子どもの悪霊骨E霊祭脅超音波伝葬善意童話主ならびに身体計言語録iおよび、母子の食生活スタイ iむとの関係では、

どもの牛乳概Z頻度会鳴いことが、審議ちのい喰&主義毒支をする食生活と潟達すること主派きれた。

また、子どもの 1おあたちの牛乳摂取撃が多いことが子どものカウプ指数が大きいことと関速して

お号、子どもの体格の発達と牛乳摂取の関係古霊祭怒れたの -}j¥ 肉類、果物の摂取頻度が高い淡路の

どもの燦背皮質骨超音波伝播速度が高く、豪華買をi5型?芸案、淡i5野菜の摂取鎖度が高い家庭の子どもの

カウツ令指数が低かった。「パランスのとれた食事Jを日後からま託をつけている母親の子どもは、 TCSOS

が潟い傾向がみられた。また、健康習慣配慮得点の総合，c正が潟いほど、子どものTCSOSは高い傾向

がみられた。 i腐りのないバランスのとれた食生活が、 f菜後僚のt誉総皮の機大にも寄与することが三示唆

きれた。子どもの成長の過程に伴う食生活の特徴と子どもの体絡の変化、荷重量負荷や運動などの管強

ii崎大の促滋華客阪と、骨強度の変化の関連を解析することにより、牛乳機取が子どもの健康増進、骨

5最後土語大iこもたらす効果を明らかにすることができると考えられた。

f孝子の委設j苦1議後と号こどものTCSOSとの関係では、ま主菜室線路の添いこと、長室勤菱重度の言語いことが高い

TCSOSと総孝養することがわかった。 f手殺の退去のライフスタイんにおいて、務長手芸還さきi専の返去の逐致

事業度が喜善い塁手議議11)子どもは、 f!i;い若手毅の子どもに比べてTCSOSが言語かった。母殺のよお主主題委主と子ども

のTCSOSとの関係i立、 l~子のみ出産した母毅の子どものτCSOSIま 2 ミ子以上総主義した僚懇の子どもの

TCSOSより芸誌かった。 f手畿の号総支霊智僚との関係では、喫煙する母来誌の子どもでは、 TCSOSが低いこ

とがぶされた。一方、費支溺においては、飲酒習慣があるほうが、 J誉主義、胸主義、強力が露五かった。子ど

もや母親のライブスタイルにおける個別の特徴を捉えるだけでなく、議長波紋治のうイフスタイルの特

徴を把援して、子どもの台強度を増大する方向の条件について検討する必要惑がある。

母親の生育地と守こどものTCSOSとの関係では、東京都内で主に育った母薬品の子どもは、他の道府県

で主に育ったf李総の1- 1::: もより TCSOSが蕩かった。近年は、都市化現象が洋書~市若ßIこも影響を及ぼし

ており、首都閣だけでなく、会問各地で都市型生活スタイ)L-!こ室長容してきている。火事Wf主題自では、通

勤その他11)日惨殺穏に時まを後fflする菱重度詩句E対的iこ少なく、生活のゆでのi葉動裁はむしろ大きいこと

も考えられる。お常生j設における漆動議と都市化11)影響をふまえて、そ子どもの食後援を言語めるき蓄条件

を検討する必要警がある。
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